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東京都獣医師会（以下，本会）では，2019

年度から，学校飼育動物獣医師養成講座を

年間 3 回の連続講座として開催している．

学校飼育動物に対する組織的な活動は，

1982 年北多摩支部（保谷市，田無市，小平

市，東村山市，東久留米市，清瀬市）で始

まり，子ども達が小学校で飼われている動

物達を，内緒で動物病院に連れてくる事態

に心を痛めた獣医師達が「動物通信」（動

物飼育の手引き書）を作り各小学校に配布

した．

1991 年には保谷市で，飼育指導を含ん

だ事業を教委から受託した．

本会としても，エキゾチック動物と位置

づけられる，ウサギやチャボの診療につい

ての講習会を実施した．

その後，貴会鳩貝太郎会長や本会中川美

穂子元理事などを始めとする多くの関係

者の働きにより，1998 年以降の学習指導

要領解説・生活編では，学校飼育動物活動

を行うにあたり，獣医師との連携が明記さ

れるに至った．

しかし，本会会員にも，獣医師側の一方

的な思いにより小学校での動物飼育を推

進しているかのような誤解も認められ，さ

らに，否定的な意見を持つ獣医師や，断片

的な資料を基に活動を非難する政治家や

愛護団体も一定数存在し続けている．

本会としては，多くの先行研究に基づき，

我が国における将来を担う子ども達が適

切な動物飼育を通じ，自己肯定感および自

己以外の存在に対する寛容な心を養い，そ

して愛着を持った相手の死という得がた

い経験を通し生命に対する感性を磨く経

験を与えることは，子ども達が育っていく

ために重要であると認識している．東京都

は賃貸住宅居住者も多く，子育て世帯にと

って動物飼育が難しい環境でもあり，公立

小学校が果たす割合は大きいと考えてい

る．

そのため，学習指導要領に基づき実施さ

れる学校飼育動物活動の全体像を獣医師

に対して情報提供し，且つ本会地域支部同

士の情報交換の場を提供することにより，

獣医師全体の意識向上および各小学校が

抱える問題を解決する糸口を提供し，動物

飼育を児童にとって望ましい活動とする

目的で，表題講座を開催している．

初年度（2019 年度）は渋谷一典文部科

学省教科調査官から「学校飼育動物がも

たらす教育的価値と新学習指導要領」，庭

野正和貴会副会長から「学校飼育動物活

動に期待される効果」および，茂呂美恵

子田園調布前小学校長から「小学校で動

物を飼うことの意味と教育方針」につい

てご講義頂いた．また，各論として，ウ

サギ．チャボ，モルモットの臨床を，本

会会員田向健一獣医師（田園調布動物病

院）および小嶋篤史獣医師（鳥と小動物

の病院リトルバード）から解説頂いた．

３回で延べ 210 名程の参加者を得，各回

ともに講師を交えた活発な意見交換や，

地域支部からの実践報告もなされた．

本年度は COVI-19 の影響により，残念

ながらオンラインでの開催となっている

が，都教委から「学校飼育動物にかかる

獣医師を活用するためのガイドラインに

ついて」および「小学校動物飼育推進校

事業について」および桑原保光群馬県獣

医師会副会長から「群馬県獣医師会「動

物ふれあい教室」の取り組みについて」

をご講義頂いた．今後，高橋亨西東京市

立けやき小学校前校長から「学校飼育動

物の教育的意義と学校獣医師への感謝」

についてご講義頂く予定である．

各年度とも，３回を通じて出席した参加

者に対しては，本会から修了証を発行する．

出席獣医師からは，「学校飼育動物活動

の全体像が理解できた」，「思いやりを育て

るために小動物との関わり合い方の重要



性がわかった」，「他支部との情報交換がで

きて良かった」など，前向きな意見が多く

聞かれた．

今後，更に効果的な開催方法を模索しな

がら，獣医師および子ども達にとって有益

な講習会を開催していく予定である．獣医

師であれば，本会会員でなくても参加を受

け付けている．多くの獣医師の参加により，

全国的に学校飼育動物活動が前進するこ

とを期待している．

（(公社)東京都獣医師会 副会長）


